
棒パン作り 

竹に生地をまいてパンを焼き

ます！玄海で活動するボラン

ティア「かわせみ」がサポート

します。   

 

（材料費有料） 

    クラフト体験 

押し花やプラ板、竹を使ったク

ラフト体験ができます。 

押し花のハガキやプラ板キー

ホルダー、竹笛などステキな作

品を作ってみませんか？ 

（材料費有料 竹のみ無料） 

 

軽食販売 

カレーやフランクフルトなど

を販売しています。是非食べて

みてください♪なつかしいポ

ン菓子もありますよ！ 

 

（有料販売） 

救急法体験 

AED などを使った心肺蘇生法

や応急手当の体験ができます。 

人形や三角巾を使って親子で

学んでみませんか？ 

 

          （無料） 

太鼓演奏 

『創作和太鼓どんでん』による

和太鼓演奏をお楽しみくださ

い。太鼓の試し打ちも体験でき

ますよ♪ 

 

（無料） 

 

 

 

◆申し込み方法につきましてはお問合せ下さい。内容は変更する場合がありますのでご了承下さい。 

 

 

 北九州市立玄海青年の家 

住所：〒808-0121  福岡県北九州市若松区大字竹並 126－2 

（グリーンパークそば） 

    電話： （093） 741‐2801    ＦＡＸ： （093） 741‐4432 

    Ｈ Ｐ： http://www.genkai-seinen.com/ 

 

【編集後記】季節はすっかり秋ですね。秋といえば、やっぱり食欲の秋です！秋の味覚、さんまに栗、ぎんなん、たくさん美味

しいものを食べて、食べて、食べて秋を堪能したいと思います！（いよっぺ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 安全管理上、小学生以下の方は保護者同伴での来場をお願いします。 

※ カヌー体験の対象は小学生以上の方です。小学1、2年生は保護者の方と２人乗り、３年生以上の方は１人乗りとなります。 

※ 雨天時は一部内容を変更して開催します。 

※ 駐車場（無料）は台数に限りがあります。満車の場合は近くのグリーンパーク駐車場（有料）をご利用ください。 

事業名 開催日 内容 対象・定員 

とんだ自然楽校  

 

（日帰り） 
 

 

① １１月９日（土） 

② １２月１５日（日） 
☆市政だよりにてご確認ください 

①10月15日号 ②11月15日号    

各回の募集になります。 

① 親子でカヌーや釣りを楽し

みます。 

② 『風』をテーマにした 

ツアーを行ないます。 

    各回抽選 

①小学生以上とその保護者   

２０名 

②小学校5年生以上  6 名    

(はがきによる事前申込が必要) 

スポーツ 

クライミングに挑戦！ 

（日帰り） 

 

① １１月１０日（日） 

② １２月１３日（金） 
☆市政だよりにてご確認ください 

①10月15日号 ②11月15日号 

玄海青年の家屋内に設置して

ある高さ約 8m のクライミン

グウォールに挑戦します。初心

者でも安全に気軽に体験する

ことができます。 

小学生以上とその保護者 

 

各回抽選 

 １５名 

(はがきによる事前申込が必要) 

 

GAP 体験会 

（日帰り） 
 

 

１１月１７日（日） 

玄海青年の家のロープスコー

スを使用し、仲間作りやコミュ

ニケーション能力を高めるフ

ァシリテーターを養成し、青年

の家のロープスコースを活用

できる人材を増やします。コミ

ュニケーションスキルを学び

たい方にオススメです。 

 

高校生以上で 

野外活動に興味のある方 

 

１５名 

（電話による事前申込が必要） 

シニアのための 

自然教室 

（日帰り） 

 

① １１月２２日（金） 

② １２月１２日（木） 

 

シニアの方を対象に北九州市

の自然や環境を体験し、学習す

る活動を行なっています。 

 

４０歳以上の方 

 

詳しくは電話にて 

お問合せください 

押し花アーティスト 

谷上照子の押し花教室 

（日帰り） 

１２月１日（日） 

☆市政だより１１月１日号にて 

ご確認ください 

押し花アーティストの谷上照

子先生を迎え、押し花を使った

作品を作ります。作品作りを通

して市民や親子間の交流を深

めます。 

 

小学生以上とその保護者 

 

抽選 ２０名 

(はがきによる事前申込が必要) 

プロジェクトWET 

エデュケーター養成会 

（日帰り） 

 

１２月８日（日） 

☆市政だより１１月１５日号にて 

ご確認ください 

プロジェクトWETは、水につ

いて楽しく学び、考えられるよ

うに作られた教育プラグラム

です。子ども達に、直接水に関

わる教育を行なう指導者を養

成します。 

 

１８歳以上で 

環境教育に興味のある方 

 

１６名 
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                  いよいよ連載も第２６回目となりました。 

                 「玄海所員の小話」は玄海青年の家で働く 

所員の日頃気になることや、みなさんに 

伝えたいことなどをお話しています。 

                    今回は指導員の「なっつん」がお届けします。 
カヌーの楽しさを知ってもらいたい！ということで、８月２６日

に、今年度最後のシニアカヌーが開催されました。 

初めは緊張していた参加者の方も、いざ、カヌーに乗ると、晴天の

中、とても楽しそうにカヌーを漕いでいました。そして練習をしたあ

とは、赤橋（かえで橋）までのツーリングへ！参加者は貯水池の自然

を感じながら、のんびりとカヌーを楽しまれていました。カヌーの活

動が終わると、みなさんとてもすてきな笑顔で帰られます。 

来年度も、みなさんの参加おまちしています☆ 

 

 

 小学４年生から中学２年生を対象としたキャンプ『玄海わんぱく自然塾』も第３回を迎えました。天気

はまさかの雨…。ですが、雨になんて負けません！子どもたちは今回も元気いっぱいに活動しました。 

 まずは、竹で水鉄砲作りに挑戦しました。一生懸命のこぎりで竹を切って、自分の水鉄砲を作りました。

次はカッパを着て、班のみんなと協力してテント設営！少し休憩した後は、今日の晩ごはんを作ります。

メニューは「ポトフ」と「飯ごうごはん」。ですが、薪が雨で湿ってしまい、火が点かず大苦戦！所長の

はっちゃんやボランティアの「かわせみ」にアドバイスをもらいながら火を点け、やっとの思いで晩ごは

んが完成！「おいしい！」とスタッフみんなから好評でした。夜は、頑張って立てたテントで寝ました。

そして、２日目。天気も回復し、かぐめよし少年自然の家にて沢登り！水は冷たく、とても澄んでいてき

れいでした。川に流されてみたり、水をかけ合ったりしながら、みんなで沢を登りました。みんな楽しか

ったね！また、玄海青年の家に遊びにきてくださいね！ 

  

 みなさん、これがなんだか分かりますか？そうです、「さなぎ」です。ですが、何のさなぎかは分か

りません・・・。分かる方がいれば、ぜひ教えてください！ 

唐突ですが、みなさんはさなぎの中がどうなっているのか、考えたことはありますか？実は、幼虫

がドロドロに溶けているのです！幼虫とチョウでは筋肉のつくりが違うため、さなぎの中で１度溶け

て、チョウになるため新しい筋肉へ作り変えられるそうです。秋にさなぎになったものは、来年の春

までさなぎで過ごすそうなので、このさなぎの正体が分かるのは、まだまだ先の話です…。チョウに

なって羽ばたく姿が見られるまで、楽しみに、気長に待ちたいと思います。 

こんなふうに姿、形を変えられるなんて、虫はやはり魅力的ですね！ 

 

ひさしぶりに登場の「なっちゃん」改め「なっつん」です。 

今回は“ドキドキ！ワクワク！”についてのお話です。私は今、主催事業「玄海青年ドリカム村」

で大根、水菜、にんじん、さつまいもなどたくさんの種類の野菜を参加者の方々と栽培しています。

もちろん、今まで野菜作りなどの経験もなかったので、初めて知ることばかりです。自然相手なので

うまく育たないこともありますが、野菜が出来た時は嬉しくて、子どものようにはしゃいでしまいま

す(笑)。大人になっても、初めて体験することってドキドキ・ワクワクしますよね！普段体験できな

いことに挑戦して、ドキドキ・ワクワクすることはとってもいいことだと感じます。私は、いつまで

もドキドキ・ワクワクする心を忘れずに、これからもいろんなことに挑戦していきたいです。みなさ

んも“ドキドキ！ワクワク！”体験してみませんか？ 

 


